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令和４年度　主要施策の成果説明書

所属 観光・ブランド推進課 振興計画
第６章　すすめる『施策実現のための行政運営』
６－１　広報・広聴機能とシティプロモーションを充実しま
す

施策
６－１－１　市民が行政情報を知りやすく行政に参加しやすい
環境の充実

創生総合戦略 該当なし

目的

１　市報を効率的に発信するとともに、多世代へ向けてＳＮＳ等の情報発信手段を有効活用した適時適正な広報活動に努めます。

目標

１　行政情報の積極的な公表

市では現在どのような事業を行っているのか、これからどのような事業を行うのか等の行政情報を市報やホームページ等で積極的に公表し、市の動きや、まち

が今後どのように変わっていくのか発信します。

２　市民の参加機会の拡大

ＳＮＳの活用により、市民が日常的にまちづくりに関わることができる機会を創出するほか、投書箱「市民の声」やホームページ等から市民が問合せ・提言し

やすい環境を充実させ、行政運営の質的向上につなげます。

実績

１　行政情報の積極的な公表

（ １ ）市報の発行、市公式ホームページ、ＬＩＮＥ配信を通して行政情報や市民活動を紹介しました。

２　市民の参加機会の拡大

（ １ ）投書箱「市民の声」をはじめ、市公式ホームページやＬＩＮＥの活用により、問合せしやすく一層市政に参加できる機会を提供しました。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標
値

市民意識調査で行政から必要とする情報を得られている
と思う割合

24.0 % 22.1 % 25.0 %

ＳＮＳの登録者数 800 人 5,341 人 1,000 人
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理由　※令和４年度目標と令和４年度実績の間に乖離がある場合

ＳＮＳの登録者数増につきましては、ワクチン接種や感染者数等の新型コロナウイルス感染症に係る情報をダイレクトに配信してきたことが考えられます。

目標の実現に向けた今後の取組

行政から必要とする情報を得られていると思う市民の増加につながるよう、ニーズを見極めながら市民目線の分かりやすい発信に努めるとともに、より市民及

び地域活動等にスポットを当てた親しみやすい広報活動を進めます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 統計調査総務費 予算科目 01一般会計・02総務費・05統計調査費・01統計調査総務費

施策 ６－１－１　市民が行政情報を知りやすく行政に参加しやすい環境の充実 創生総合戦略 該当なし

事業概要

「数字で見るかみのやま」を作成し、広く市民へ市内の情報を公開するとともに、統計調査員の永年表彰等総務的な事業を実施し、統計調査の推進体制の確保

を図ります。

目的

統計の結果の速やかな公開や、統計に従事する調査員の功績を広めることを通し、円滑な統計調査を行うため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

「数字で見るかみのやま」を市ホームページで公開、
調査員の確保が安定的に行われている状態

「数字で見るかみのやま」
が公開されている状態　統
計調査員が確保された状態

利用者が二次加工できるよ
うExcel形式に変更し、「数
字で見るかみのやま」を市
ホームページで公開しまし
た。実施調査に十分な統計
調査員を確保しました。

「数字で見るかみのやま」
が公開されている状態　統
計調査員が確保された状態

活
動
指
標

上山市統計調査員協議会の開催回数 ３ 回 ３ 回 ３ 回

　 　

　 　

事業費（千円） 161 161 161

従事人工 0.2 0.2 0.2

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

オープンデータとして、利用者のニーズに応える情報提供を充実させることに注力します。主に市ホームページからの提供を重視します。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 観光・ブランド推進課 事業 広報広聴費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・02文書広報費

施策 ６－１－１　市民が行政情報を知りやすく行政に参加しやすい環境の充実 創生総合戦略 該当なし

事業概要

市報やホームページ、多様化した情報発信手段によって適時適正な行政情報を発信し、市民生活の向上に寄与するとともに、市政への問い合わせ・提言できる

環境を整備します。

目的

市民と行政とをつなぐ事業として、生活に必要な行政情報や市民活動の情報を発信するほか、市民の意見を取り入れた政策形成を図る機会をつくるため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

市民が市報やホームページ等から情報を取得し、市政
への高い関心度を持っている状態

市民が自身に適した手段で
行政情報を取得している状
態

市報やホームページ、ＬＩ
ＮＥなどの複数の広報媒体
を活用することで、本市の
情報を取得しやすく、市民
自ら他者と共有しやすい機
会をつくりました。

市民が自身に適した手段で
行政情報を取得している状
態

活
動
指
標

市報発行 12 回 12 回 12 回

LINE＠による情報発信数 50 回 182 回 50 回

　 　

事業費（千円） 12,205 11,646 12,150

従事人工 ２ ２ ２

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

ＬＩＮＥ＠の情報発信数については、新型コロナウイルス関連情報や注意喚起等を発信したことにより増加したものです。

目標の実現に向けた今後の取組

行政情報のみならず市内で開催されるイベント等も含めて、的確な情報収集且つきめ細かな発信に努め、より親しみやすく市民に必要とされる広報に取り組み

ます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 委員会運営費 予算科目 01一般会計・02総務費・04選挙費・01選挙管理委員会費

施策
６－１－１　市民が行政情報を知りやすく行政に参加しやすい環境の充実　６－
２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

選挙に関する業務及び期日前投票管理システム等の保守を委託し、適正な選挙が行われる体制を整えます。

目的

委員会の開催、選挙事務の遂行のため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

適正な選挙事務の執行 誤りのない適正な選挙事務
を遂行する状態

誤りのない適正な選挙事務
を遂行しました。

誤りのない適正な選挙事務
を遂行する状態

活
動
指
標

委員会開催回数 21 回 18 回 17 回

選挙執行時における誤りの件数 ０ 件 ０ 件 ０ 件

　 　

事業費（千円） 2,105 2,008 2,085

従事人工 0.4 0.4 0.4

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

誤りのない選挙執行のため、引き続き説明会以外にも留意事項を配布し、従事職員に周知していきます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 選挙啓発費 予算科目 01一般会計・02総務費・04選挙費・02選挙啓発費

施策
６－１－１　市民が行政情報を知りやすく行政に参加しやすい環境の充実　６－
２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

選挙に係る啓発活動を実施します。

目的

市民の政治意識の向上と、選挙違反の無い公正で適正な「明るい選挙」実現のため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

選挙に対する啓発を行い、意識の向上を図られている
状態

新有権者が選挙に関心を持
つ状態

新有権者が選挙に関心を持
つよう啓発を実施しました。

新有権者が選挙に関心を持
つ状態

活
動
指
標

選挙啓発出前講座の参加人数 265 人 217 人 265 人

　 　

　 　

事業費（千円） 200 65 200

従事人工 0.1 0.1 0.1

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

市内高等学校等の２年生を対象としており、在校生の数が減少しているためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き続き、市内高校等での出前講座を実施します。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 参議院議員通常選挙費 予算科目 01一般会計・02総務費・04選挙費・03選挙執行費

施策
６－１－１　市民が行政情報を知りやすく行政に参加しやすい環境の充実　６－
２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

参議院議員通常選挙に関する業務を実施します。

目的

参議院議員の任期満了による選挙を適正に執行するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

選挙の適正な執行 選挙を適正に執行している
状態

選挙を適正に執行しました。 －

活
動
指
標

選挙の執行 実施予定 実施済 －

　 　

　 　

事業費（千円） 21,000 16,330 －

従事人工 0.8 0.8 －

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

制度改正の適正な運用やチェック体制の強化により、引き続き誤りのない選挙の執行に努めます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 県議会議員選挙費 予算科目 01一般会計・02総務費・04選挙費・03選挙執行費

施策
６－１－１　市民が行政情報を知りやすく行政に参加しやすい環境の充実　６－
２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

県議会議員選挙に関する業務を実施します。

目的

県議会議員の任期満了による選挙を適正に執行するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

選挙の適正な執行 選挙を適正に執行している
状態

選挙を適正に執行しました。 選挙を適正に執行している
状態

活
動
指
標

選挙の執行 実施予定 実施準備 －

　 　

　 　

事業費（千円） 4,700 2,363 13,800

従事人工 0.8 0.8 0.8

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

制度改正の適正な運用やチェック体制の強化により、引き続き誤りのない選挙の執行に努めます。
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令和４年度　主要施策の成果説明書

所属 観光・ブランド推進課 振興計画
第６章　すすめる『施策実現のための行政運営』
６－１　広報・広聴機能とシティプロモーションを充実しま
す

施策 ６－１－２　シティプロモーションの推進

創生総合戦略 ２　かみのやま「来てよし」プロジェクト　関係人口増につながる交流の場づくり　シティプロモーションの強化による関係人口増加と交流の

推進

目的

２　ふるさと納税のさらなる拡充と地域ブランドの確立により、本市のシティプロモーション機能を強化します。

目標

１　本市の魅力を市内外へ発信

本市の魅力や優位性を有効に発信するためのＰＲ方策等をまとめた活動指針を作成し、それに基づいたシティプロモーションを内外へ展開することで、まちの

イメージや認知度を高めふるさとへの愛着心を醸成するとともに、「かみのやまファンクラブ」会員等の持続的に本市と関わりを持つ人を増やします。

２　ふるさと納税の拡充

寄附者に対し本市の優れた特産品や市内体験型の返礼品を設けることで、交流人口の拡大や特産品のＰＲにつなげます。

実績

１　本市の魅力を市内外へ発信

（ １ ）運用を開始したシティプロモーション活動指針に基づき、各種プロモーションに取り組むとともに、かみのやまファンクラブイベントの開催を通じて本

市のＰＲを展開し、関係人口の増加を図りました。

２　ふるさと納税の拡充

（ １ ）市内事業者と連携し安定的な返礼品の提供に取り組んだほか、ふるさと納税ポータルサイトにおける本市特産品の魅力や生産者等の顔が見えるＰＲなど

積極的活用によって寄附額の確保に努めました。寄附金額27億2,079万円

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標
値

ファンクラブ会員数 2,000 人 3,207 人 2,000 人

ふるさと納税寄附件数 80,000 件 416,174 件 80,000 件
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理由　※令和４年度目標と令和４年度実績の間に乖離がある場合

ふるさと納税については、市内事業者と連携し寄附者のニーズや市場動向を踏まえた返礼品構成及びＰＲを継続したこと、さらにはふるさと納税ポータルサイ

ト運営母体による広告やキャンペーン等により、寄附申込みの後押しにつながったことが考えられます。

目標の実現に向けた今後の取組

本市シティプロモーションを加速させるため、活動指針の浸透と理解が深まるよう説明会等の機会を設定し実行性を向上させるとともに、ふるさと納税やファ

ンクラブ事業等を通じて関係人口のさらなる拡大につなげます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 財政課 事業 基金積立金 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・06企画費

施策 ６－１－２　シティプロモーションの推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

基金積立金

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 82,241 82,087 241

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 観光・ブランド推進課 事業 ふるさと納税推進事業費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・06企画費

施策 ６－１－２　シティプロモーションの推進 創生総合戦略
２　かみのやま「来てよし」プロジェクト　関係人口増につながる交流の場づく
り　シティプロモーションの強化による関係人口増加と交流の推進

事業概要

寄附者に対し本市の優れた特産品や市内体験型の返礼品を設けることで、交流人口の拡大や特産品のＰＲにつなげます。　【令和4年度目標寄附金

額】1,000,000千円

目的

本市の魅力を伝える多様な返礼品を通じて、市の知名度や地域活力の維持・向上につなげるため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

本市ふるさと納税が全国に知れ渡り、多くの寄附を受
領している状態

本市ふるさと納税が認知さ
れている状態

市内事業者と連携し、寄附
者の嗜好に応じた返礼品構
成やファンクラブ会員への
ダイレクトなＰＲにより、
前年度を大幅に超える27億
円の寄附を受領することが
できました。

本市ふるさと納税が認知さ
れている状態

活
動
指
標

返礼品登録事業者の新規登録件数 10 件 10 件 10 件

　 　

　 　

事業費（千円） 1,810,716 1,748,097 560,000

従事人工 1.5 1.5 1.5



439

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

寄附者のニーズや市場動向をふまえた返礼品のラインナップや、季節や気象の影響を受けず通年で提供できる返礼品開発に努めるほか、寄附金による地域還元

の報告等で本市に対する理解・好意の獲得を図っていきます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 観光・ブランド推進課 事業 地域おこし協力隊推進事業費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・06企画費

施策 ６－１－２　シティプロモーションの推進 創生総合戦略
２　かみのやま「来てよし」プロジェクト　関係人口増につながる交流の場づく
り　シティプロモーションの強化による関係人口増加と交流の推進

事業概要

情報発信業務により、ＳＮＳ等での積極的な情報発信及び市内事業者等が行うＰＲのためのサポートを行い、本市シティプロモーションの強化を図ります。

目的

自然・食などの数ある地域資源の魅力を磨き上げながら本市の情報発信力と認知度を高めるとともに、関係人口の拡大を図るため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

効果的なPRにより、市の認知度向上及び市に対する好
意を獲得している状態

効果的なPRのための知識・
技術習得した事業所等が市
内に増えている状態

ＰＲの知識・技術習得した事
業所等の増加に資する直接的
な活動は行いませんでしたが、
市内外から本市に対する好意
獲得が図られるよう地域おこ
し協力隊員の視点を生かした
動画配信を実施しました。

－

活
動
指
標

事業者等へのサポート回数（年） 12 回 ０ 回 －

　 　 　

　 　

事業費（千円） 4,399 3,094 －

従事人工 0.5 0.5 －

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

事業内容に変更があったため、設定していた目標・活動指標に係る実績は無いものとなりました。

目標の実現に向けた今後の取組

地域おこし協力隊によるシティプロモーションの推進については、取組を行う予定はありません。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 観光・ブランド推進課 事業 シティプロモーション推進事業費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・06企画費

施策 ６－１－２　シティプロモーションの推進 創生総合戦略
２　かみのやま「来てよし」プロジェクト　関係人口増につながる交流の場づく
り　シティプロモーションの強化による関係人口増加と交流の推進

事業概要

本市の魅力ある地域資源を全国へＰＲするため、本市ファンクラブの運用を図り、特産品の紹介や購買、市内イベント等への誘導を図ります。また、本市イメー

ジをより分かりやすく効果的に発信するためのブランディングを進め、統一性の持つプロモーションを展開することでターゲットへの訴求力を高めます。

目的

本市の認知度を高め、特産品の販路拡大や多様な関わりを持つ関係人口の拡大を図るため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

本市の魅力ある地域資源が全国へ知れ渡り、関係人口
が拡大した状態

本市の魅力を伝える効果的
なPRにより、本市とつなが
りを持つ人が全国に増加し
ている状態

ファンクラブイベントの開
催やふるさと納税イベント
への出展等を通じて、本市
のＰＲ及びファンクラブ会
員加入の促進を図りました。
また、庁内各所と連携した
ＳＮＳキャンペーンを展開
し、本市とつながるユーザー
を全国に広げました。

本市の魅力を伝える効果的
なPRにより、本市とつなが
りを持つ人が全国に増加し
ている状態

活
動
指
標

ファンクラブ会報等の発行回数 ４ 回 ４ 回 ４ 回

ファンクラブイベント等の開催回数（２年に１回） １ 回 １ 回 ０ 回

　 　

事業費（千円） 41,320 22,976 22,560

従事人工 1.5 1.5 1.5
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理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

事業費の減額は、計画していた事業の必要経費支出を抑えたことによるものです。

目標の実現に向けた今後の取組

会員満足度の向上につながる取組を導入しファンクラブ会員との持続的な関係構築と関係人口の拡大を図るとともに、インナープロモーションを主軸とする市

民主体の発信を活性化することで、本市の認知度向上及び好意獲得につなげます。
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令和４年度　主要施策の成果説明書

所属 市政戦略課 振興計画
第６章　すすめる『施策実現のための行政運営』
６－２　行政改革を進めます 施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進

創生総合戦略 該当なし

目的

１　第７次上山市振興計画に基づき、経営的視点に立った行政運営や広域連携を図るとともに、行政運営マネジメントシステムを構築します。

目標

１　第７次上山市振興計画に基づく行政運営マネジメントの強化

第７次上山市振興計画に基づき各種施策を実行するとともに、限られた行財政資源で、最大限の効果を生み出すため、ＰＤＣＡサイクルに基づく効率的なマネ

ジメントを実施するとともに、事務事業全般にわたり、民間委託等の可能性を検証し、より効果的、効率的な行政運営を目指します。また、新たなニーズ・課

題に対応するため、組織横断的な事業推進体制の整備を図ります。

２　広域行政体制の積極的推進

山形連携中枢都市圏を構成する市町との連携・協力を図りながら、広域的視点に立った行政運営を進め、地域の一体的な発展を目指します。また、山形広域環

境事務組合事業の推進を図るとともに、消防の広域化の検討等広域連携の推進を図ります。

実績

１　第７次上山市振興計画に基づく行政運営マネジメントの強化

（ １ ）第７次上山市振興計画の検証を、庁内と外部組織である「第７次上山市振興計画推進会議」にて検証を行い、その検証結果を新年度予算編成に活用しま

した。また、必要に応じ第７次上山市振興計画の見直しを行いました。

２　広域行政体制の積極的推進

（ １ ）連携中枢都市圏の関係市町と新たな連携事業について協議を行いました。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標
値

第７次上山市振興計画に基づく市職員マネジメント浸透
度

80 % 57 % 85 %

連携中枢都市圏構想における事務事業数 10 事業 37 事業 10 事業



444

理由　※令和４年度目標と令和４年度実績の間に乖離がある場合

第７次上山市振興計画に基づく市職員マネジメント浸透度については、まだまだ職員の意識が不十分だったことによります。また、連携中枢都市圏構想におけ

る事務事業数については、連携市町の意向により目標数を上回りました。

目標の実現に向けた今後の取組

令和５年度は第８次上山市振興計画の策定の年でもあるため、策定を進めていく中で、改めて振興計画に基づく行政マネジメントについて振り返りを行い、職

員の意識向上に努めてまいります。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 秘書費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・01一般管理費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

市長・副市長の公務に関する秘書業務を行ないます。

目的

市長・副市長が公務を円滑に遂行できるようにするため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

市長・副市長が円滑に公務を遂行できる状態 適切な資料作成、情報収集、
日程調整が行われている状
態

適切な資料作成、情報収集、
日程調整が行われました。

適切な資料作成、情報収集、
日程調整が行われている状
態

活
動
指
標

日程等確認ミーティング ２ 回（１日） ２ 回（１日） ２ 回（１日）

　 　

　 　

事業費（千円） 8,897 6,387 8,897

従事人工 ３ ３ ３

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

新型コロナウイルス感染症防止対策のため、出張によるプロモーション活動ができず、報償費、旅費等に予算残額が生じたためです。

目標の実現に向けた今後の取組

ポストコロナにおける事業展開を図るため、プロモーション活動等を実施してまいります。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 文書管理費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・02文書広報費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

法律、条例等の例規データベースの更新、適正な管理及び各種法令の追録を行い、印刷機及び電子複写機等の効率的な運用を継続します。

目的

法律、条例等の例規データベースの更新等を図りながら、適正な管理に努めるため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

法律、条例等の例規データベースの適正な更新と管理
がされている状態

法律、条例等の例規データ
が適正に管理されている状
態

法律、条例等の例規データ
を適正に管理しました。

法律、条例等の例規データ
が適正に管理されている状
態

活
動
指
標

例規データベースの更新率 100 % 100 % 100 %

　 　

　 　

事業費（千円） 5,237 3,929 5,600

従事人工 0.8 0.8 0.8

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き続き、法律、条例等の例規データベースの適正な更新と管理に努めます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 統計調査費 予算科目 01一般会計・02総務費・05統計調査費・02統計調査費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

国の定める統計法により行われる基幹統計を円滑に行います。

目的

適切に統計調査を行い、この情報を用いてより良い施策を行うため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

市民の協力を得て、滞りなく基幹統計が実施されてい
る状態

基幹統計(就業構造基本調査、
住宅・土地統計調査区設定)
を実施している状態

基幹統計を滞りなく実施し
ました。

基幹統計（住宅・土地統計
調査）を実施している状態

活
動
指
標

調査結果の誤り件数 ０ 件 ０ 件 ０ 件

　 　

　 　

事業費（千円） 1,178 1,105 2,983

従事人工 0.6 0.6 0.3

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

今後も誤りのない統計調査を実施してまいります。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 市政戦略課 事業 企画調整管理費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・06企画費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

市政全般における企画調整を推進するため下記の事業を実施します。　①第７次上山市振興計画の運用管理　②上山版「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の

運用管理　③国等への要望活動　④その他諸経費（関係団体負担金等）

目的

「第７次上山市振興計画」、「第２期上山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、各種施策を実行するとともに、ＰＤＣＡサイクルに基づく効果的な

マネジメントを実施するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

第７次上山市振興計画に基づいたマネジメントシステ
ムが確立している状態

トータルシステムを構築
しPDCAサイクルに基づく運
用がなされた状態

第７次上山市振興計画の検
証として、庁内と外部組織
である「第７次上山市振興
計画推進会議」にて検証を
行い、その検証結果を新年
度予算編成に活用しました。

トータルシステムを構築
しPDCAサイクルに基づく運
用がなされた状態

活
動
指
標

上山市振興計画推進会議（外部検証組織）の開催回数 １ 回 １ 回 １ 回

　 　

　 　

事業費（千円） 8,586 6,986 12,908

従事人工 ２ ２ ２

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

事業費の乖離は、新型コロナウイルス感染症等の影響により、会議や打合せを一部オンラインで実施するなど、経費がかからなかったためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き続き、第７次上山市振興計画の実効性を高めるためＰＤＣＡサイクルを実施してまいります。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 財政課 事業 財政一般管理費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・01一般管理費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

新聞購読料、集中管理消耗品、電子複写機賃貸借料、会議室用机更新等の庁舎内の消耗品等購入、及び庁舎消耗品の単価契約を行います。市管理の低濃度ＰＣ

Ｂの一部について、処分委託を行います。

目的

庁舎内備品等の一括調達を行い、事務の効率化を図るため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

庁舎備品等が適正に維持管理されている状態 庁舎備品等を適正に維持管
理を行った状態

庁舎備品等の維持管理を適
正に行いました。

庁舎備品等を適正に維持管
理を行った状態

活
動
指
標

机・椅子の充足率 100 % 100 % 100 %

　 　

　 　

事業費（千円） 8,809 7,656 8,809

従事人工 １ １ １

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

故障・不具合のある庁舎備品等について計画的に修繕・購入するとともに、適正な配置を図るなど、維持管理に努めます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 財政課 事業 庁舎管理費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・05財産管理費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

来庁者及び職員に安全な環境を提供するため庁舎の維持管理等(常駐警備委託料、庁舎光熱水費、燃料費、修繕費等）を行います。

目的

職員が円滑に行政サービスができるよう庁舎の維持管理等を行い、来庁者に利用しやすい安全・安心な庁舎環境を提供するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

安全・安心な庁舎環境整備を行っている状態 安全・安心な環境を提供し
ている状態

安全・安心な庁舎環境整備
を行いました。

安全・安心な環境を提供し
ている状態

活
動
指
標

事故件数 ０ 件 ０ 件 ０ 件

　 　

　 　

事業費（千円） 58,031 51,126 53,198

従事人工 １ １ １

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

日常的に点検・巡回監視を継続するとともに、市民や職員からの情報提供に対して必ず現場を確認した上で必要な処置を講じます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 財政課 事業 財産管理費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・05財産管理費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

市有財産に必要な管理（市有施設の保険料、し尿汲取り手数料、普通財産の維持管理費）を行います。

目的

市有財産を適正に管理するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

市有財産を適正に管理している状態 市有財産を適正に管理して
いる状態

私有財産を適正に管理しま
した。

市有財産を適正に管理して
いる状態

活
動
指
標

不要な市有財産の売却金額 1,000 千円 3,887 千円 1,000 千円

　 　

　 　

事業費（千円） 32,854 31,380 7,620

従事人工 １ １ １

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

主要地方道白石上山線交通安全道路事業に伴う永野地内の土地の県への売却（1,424千円）、使用しなくなったロータリー除雪車（２台）の公売（1,870千円）

によるものです。

目標の実現に向けた今後の取組

活用予定の無い遊休地や不用物品について貸付・売却・譲与を行い、管理費の節減と収入の確保に努めます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 財政課 事業 車両管理費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・05財産管理費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

財政課所管車両等９台分の管理及び他課所管分の車両管理と令和４年度車両１台（軽貨物ＥＶ車１台）を購入(整備費・自賠責保険含む）にて更新します。ま

た、リース満了車両１台を購入します。

目的

公用車を安全に効率的に使用するため、適正な配置と適正な管理を行うため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

各課に公用車を適正に配備し利用の充実を図っている
状態

各課に適正に公用車を配備
し効率的な行政運営を行っ
た状態

各課に適正に公用車を配備
し効率的な行政運営を行い
ました。

各課に適正に公用車を配備
し効率的な行政運営を行っ
た状態

活
動
指
標

事故修繕対応率 100 % 100 % 100 %

　 　

　 　

事業費（千円） 16,279 13,827 19,105

従事人工 ２ ２ ２

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

導入から相当年数を経過した車両の計画的な更新を行うとともに、各課への車両配備の適正化を進めます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 市民生活課 事業 斎場管理費 予算科目 01一般会計・04衛生費・01保健衛生費・04環境衛生費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

経塚斎場を適切に管理運営し、業務を遂行できるよう施設を維持します。

目的

人生の終焉の場にふさわしい施設として、適切に維持・管理するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

業務に支障を来たさない適切な施設管理の状態 業務に支障を来たさない状
態

業務に支障を来たしません
でした。

業務に支障を来たさない状
態

活
動
指
標

事故・苦情処理件数 ０ 件 ０ 件 ０ 件

　 　

　 　

事業費（千円） 15,012 14,734 13,392

従事人工 0.3 0.3 0.3

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

今後も、適正な業務の遂行と、適切な斎場施設の管理運営を行います。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 市民生活課 事業 斎場整備事業費 予算科目 01一般会計・04衛生費・01保健衛生費・04環境衛生費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

経塚斎場の主要機器である火葬炉を計画的に補修するとともに、施設の修繕を行います。

目的

人生の終焉の場にふさわしい施設として、適切に維持・管理するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

業務に支障を来たさない適切な施設管理の状態 業務に支障を来たさない状
態

業務に支障を来たしません
でした。

業務に支障を来たさない状
態

活
動
指
標

事故・苦情処理件数 ０ 件 ０ 件 ０ 件

　 　

　 　

事業費（千円） 2,240 2,211 2,138

従事人工 0.2 0.2 0.2

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

今後も長寿命化計画に基づき、計画的な設備の修繕、更新を行います。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 議会事務局 事業 議会運営費 予算科目 01一般会計・01議会費・01議会費・01議会費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

定例会及び臨時会の開催のほか、全国・東北・県議長会等への出席、常任委員会の行政視察、議会だよりの発刊、会議録の反訳製本、議会のインターネットラ

イブ配信や録画映像配信、さらに、政務活動費の交付などを行います。

目的

市の条例や予算などを審議し決定するほか、市政が適正に運営されているかをチェックするとともに、市政に対する提言を行うなど、議事機関である議会の役

割を果たすため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

議事機関である議会の役割を果たしている状態 健全な議会運営が行われて
いる状態

健全な議会運営を行いまし
た。

健全な議会運営が行われて
いる状態

活
動
指
標

定例会の開催回数 ４ 回 ４ 回 ４ 回

　 　

　 　

事業費（千円） 16,303 10,241 12,000

従事人工 ５ ５ ５

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

新型コロナの影響により、常任委員会・会派での行政視察が中止となったことにより旅費、政務活動費に不要額が多く発生しました。また、それに伴い、議会

だよりに予定していた視察の報告のページが不要になったため、印刷製本費にも不要額が発生しました。

目標の実現に向けた今後の取組

引き続き、健全な議会運営が行われるよう努めます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 監査委員事務局 事業 監査委員費 予算科目 01一般会計・02総務費・06監査委員費・01監査委員費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

地方自治法及び上山市監査基準に基づき、定期監査、財政援助団体等監査、例月出納検査、決算審査、財政健全化比率の審査等を行います。また、全国・東北

山形県都市監査委員会主催事業等へ参加し、研修及び情報交換を行い、監査の質の向上を図ります。

目的

行政における公正、正確かつ効率的な事務の執行に資するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

効率的かつ実効的な監査が執行されている状態 計画的な監査が執行されて
いる状態

計画的に監査を執行しまし
た。

計画的な監査が執行されて
いる状態

活
動
指
標

定期監査・財政援助団体等監査の実施回数 33 回 33 回 30 回

例月出納検査の実施回数 12 回 12 回 12 回

　 　

事業費（千円） 300 53 324

従事人工 2.0 2.0 2.0

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

令和４年度出席予定であった全国・東北・山形県都市監査委員会主催の研修・総会について、コロナウイルス感染症の状況により中止となったため。

目標の実現に向けた今後の取組

本市の事務執行等について、法令に適合し、正確で、経済的、効率的かつ効果的となるよう上山市監査基準に基づき監査を実施してまいります。



457

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 管理課 事業 委員会運営費 予算科目 01一般会計・10教育費・01教育総務費・01教育委員会費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

教育委員会の運営及び活動に必要な経費のほか、上山明新館高等学校教育振興会等への負担金を措置します。あわせて、上山市奨学金貸付基金により大学生へ

の奨学金貸与事業を行います。

目的

教育の機会均等、教育水準の維持向上及び地域の実情に応じた教育の振興が図られるよう、公正かつ適正に教育行政を推進するため。また、「上山市教育等の

振興に関する大綱」のもと教育の課題やあるべき姿を市長と教育委員とで共有し、教育行政の推進を図るため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

教育委員会の権限に属する事項について審議が適切に
行われている状態　「上山市教育等の振興に関する大
綱」に基づく施策の推進が図られている状態

教育委員会が適切に開催さ
れる状態　大綱に基づく施
策が推進される状態

教育委員会、教育委員会協
議会などを開催するととも
に、大綱に基づく施策が推
進されました。

教育委員会が適切に開催さ
れる状態　大綱に基づく施
策が推進される状態

活
動
指
標

教育委員会、教育委員会協議会の開催回数 13 回 13 回 13 回

事務の点検評価検討会の開催回数 １ 回 １ 回 １ 回

　 　

事業費（千円） 5,224 4,559 5,124

従事人工 0.4 0.4 0.4

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き続き、各会議での協議内容を各種事業や人員体制に反映し、本市の特色を活かした教育の振興が図られるよう努めていきます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 総務一般管理費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・01一般管理費

施策 ５－２－１　地域自治活動の育成　６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

各種委員への報酬の支払い、地区会長への表彰状や記念品の贈呈等を実施し、地域自治活動の支援や各審議会・委員会等の健全な運営を行います。電話交換機

及び電子複写機の効果的な運用を実施し、効率的な事務運営を継続します。　

目的

地域特性に応じた自治活動等を支援し、自治意識の向上を図るため。個人情報を適正に取扱い、市保有の個人情報の開示等を請求する権利を明らかにするため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

多様で健全な地域自治活動等が営まれている状態　個
人情報の適正な取扱いがなされている状態

多様で健全な自治活動等が
営まれている状態　個人情
報の適正な取扱いがされて
いる状態

多様で健全な自治活動が営
まれました。個人情報を適
正に取り扱いました。

多様で健全な自治活動等が
営まれている状態　個人情
報の適正な取扱いがされて
いる状態

活
動
指
標

市会長会役員会・懇談会等の開催回数 ８ 回 ８ 回 ８ 回

個人情報保護運営審議会開催回数 ３ 回 １ 回 ３ 回

　 　

事業費（千円） 30,990 29,855 31,050

従事人工 0.8 0.8 0.8

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

個人情報保護運営審議会は、審議事項がなく、年１回の定例的な開催にとどまりました。

目標の実現に向けた今後の取組

引き続き、地域自治活動を支援し、自治意識の向上を図るとともに個人情報の適正な取扱いを行います。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 委員会運営費 予算科目 01一般会計・02総務費・04選挙費・01選挙管理委員会費

施策
６－１－１　市民が行政情報を知りやすく行政に参加しやすい環境の充実　６－
２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

選挙に関する業務及び期日前投票管理システム等の保守を委託し、適正な選挙が行われる体制を整えます。

目的

委員会の開催、選挙事務の遂行のため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

適正な選挙事務の執行 誤りのない適正な選挙事務
を遂行する状態

誤りのない適正な選挙事務
を遂行しました。

誤りのない適正な選挙事務
を遂行する状態

活
動
指
標

委員会開催回数 21 回 18 回 17 回

選挙執行時における誤りの件数 ０ 件 ０ 件 ０ 件

　 　

事業費（千円） 2,105 2,008 2,085

従事人工 0.4 0.4 0.4

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

誤りのない選挙執行のため、引き続き説明会以外にも留意事項を配布し、従事職員に周知していきます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 選挙啓発費 予算科目 01一般会計・02総務費・04選挙費・02選挙啓発費

施策
６－１－１　市民が行政情報を知りやすく行政に参加しやすい環境の充実　６－
２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

選挙に係る啓発活動を実施します。

目的

市民の政治意識の向上と、選挙違反の無い公正で適正な「明るい選挙」実現のため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

選挙に対する啓発を行い、意識の向上を図られている
状態

新有権者が選挙に関心を持
つ状態

新有権者が選挙に関心を持
つよう啓発を実施しました。

新有権者が選挙に関心を持
つ状態

活
動
指
標

選挙啓発出前講座の参加人数 265 人 217 人 265 人

　 　

　 　

事業費（千円） 200 65 200

従事人工 0.1 0.1 0.1

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

市内高等学校等の２年生を対象としており、在校生の数が減少しているためです。

目標の実現に向けた今後の取組

引き続き、市内高校等での出前講座を実施します。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 参議院議員通常選挙費 予算科目 01一般会計・02総務費・04選挙費・03選挙執行費

施策
６－１－１　市民が行政情報を知りやすく行政に参加しやすい環境の充実　６－
２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

参議院議員通常選挙に関する業務を実施します。

目的

参議院議員の任期満了による選挙を適正に執行するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

選挙の適正な執行 選挙を適正に執行している
状態

選挙を適正に執行しました。 －

活
動
指
標

選挙の執行 実施予定 実施済 －

　 　

　 　

事業費（千円） 21,000 16,330 －

従事人工 0.8 0.8 －

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

制度改正の適正な運用やチェック体制の強化により、引き続き誤りのない選挙の執行に努めます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 県議会議員選挙費 予算科目 01一般会計・02総務費・04選挙費・03選挙執行費

施策
６－１－１　市民が行政情報を知りやすく行政に参加しやすい環境の充実　６－
２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

県議会議員選挙に関する業務を実施します。

目的

県議会議員の任期満了による選挙を適正に執行するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

選挙の適正な執行 選挙を適正に執行している
状態

選挙を適正に執行しました。 選挙を適正に執行している
状態

活
動
指
標

選挙の執行 実施予定 実施準備 －

　 　

　 　

事業費（千円） 4,700 2,363 13,800

従事人工 0.8 0.8 0.8

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

制度改正の適正な運用やチェック体制の強化により、引き続き誤りのない選挙の執行に努めます。



463

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 市民生活課 事業 戸籍住民基本台帳事務費 予算科目 01一般会計・02総務費・03戸籍住民基本台帳費・01戸籍住民基本台帳費

施策
６－２－１　効率的な行政運営の推進　４－13－１　ＩＣＴを活用した行政サー
ビスの充実　 創生総合戦略 該当なし

事業概要

戸籍住民基本台帳の正確な記録とシステムの維持管理及び謄抄本・諸証明書の交付を行います。また、住基ネットワークシステムの適正な運用と個人番号カー

ドの交付を推進します。

目的

戸籍住民基本台帳の高度な公証性を担保し、正確かつ迅速な事務処理を実施することにより、行政運営の基礎資料として、また、経済活動の必須資料としての

有用性を確保するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

年間を通して窓口対応への苦情が無い状況 繁忙期においても誤交付が
ほぼ無い状態

証明書作成から交付までマ
ニュアルを作成し、複数で
の確認を徹底することで誤
交付の減少に努めました。

繁忙期においても誤交付が
ほぼ無い状態

活
動
指
標

交付誤りによる苦情件数 ３ 件 １ 件 ３ 件

　 　

　 　

事業費（千円） 83,564 74,630 50,516

従事人工 ６ ６ ６

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

戸籍情報連携システム構築業務について、令和５年度実施に繰り越しとなったためです。

目標の実現に向けた今後の取組

コンビニ交付及びキオスク端末での証明書交付の周知を図り、窓口の混雑緩和を推進し、引き続き正確な事務処理を実施します。



464

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 会計課 事業 会計管理費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・04会計管理費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進　６－３－１　持続可能な財政の構築 創生総合戦略 該当なし

事業概要

日々の収入・支払事務の迅速な処理と例月出納検査及び決算業務等の円滑な遂行を図ります。

目的

自治体が行政活動を行う上で、正確・適正な出納・審査・備品管理等の会計業務は必須の機能であり、安定的に事業を行うことにより本市の施策実現に寄与す

るため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

日々の収入・支払事務が迅速・適正に行われた状態 目標通り行われた状態 目標通り行われました。 目標通り行われた状態

活
動
指
標

未収入・未支払件数 ０ 件 ０ 件 ０ 件

　 　

　 　

事業費（千円） 5,897 4,759 7,665

従事人工 ４ ４ ４

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き続き、庁内のコミュニケーションを図り、誤りをなくすための情報共有や確認を行いながら、迅速・適正に業務を遂行していきます。



465

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 市民生活課 事業 環境衛生施設管理費 予算科目 01一般会計・04衛生費・01保健衛生費・04環境衛生費

施策 ３－５－２　体験型観光の推進　６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

公衆便所の適切な維持管理を行います。

目的

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律第５条第５号」の規定に基づき、公衆便所を衛生的に維持管理するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

快適な生活環境が整備されている状態 公衆便所の適切な維持管理
が行われている状態

公衆便所の適切な維持管理
を行いました。

公衆便所の適切な維持管理
が行われている状態

活
動
指
標

公衆便所維持管理箇所数 ３ 箇所 ３ 箇所 ３ 箇所

　 　

　 　

事業費（千円） 1,757 1,595 1,757

従事人工 0.4 0.4 0.4

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き続き、公衆便所を衛生的に維持管理してまいります。



466

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 商工課 事業 商工総務費 予算科目 01一般会計・07商工費・01商工費・01商工総務費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進 創生総合戦略 該当なし

事業概要

商工業振興のため、事務費支出、市内景況把握、関係団体への補助を行います。

目的

本市商工業振興のため、産業基盤の安定化、競争力強化を図るには、関係団体との協調や基礎的データの調査分析等が必要不可欠であるため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

商工業の産業基盤が安定し、競争力が高まるような新
しい事業が生み出されやすい環境となっている状態

商工業の産業基盤が安定し、
競争力が高まるような新し
い事業が生み出されやすい
環境となっている状態

関係団体に対する補助及び
景気動向調査を実施しまし
た。

商工業の産業基盤が安定し、
競争力が高まるような新し
い事業が生み出されやすい
環境となっている状態

活
動
指
標

景況調査の回数 ２ 回 ２ 回 ２ 回

　 　

　 　

事業費（千円） 4,696 4,440 4,696

従事人工 1.1 1.1 1.1

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

関係団体への支援及び景気動向調査による市内景気の動向を把握・分析を行ってまいります。



467

令和４年度　主要施策の成果説明書

所属 庶務課 振興計画
第６章　すすめる『施策実現のための行政運営』
６－２　行政改革を進めます 施策 ６－２－２　人員の適正管理

創生総合戦略 該当なし

目的

２　人員の適正管理を図ります。

目標

１　定員の適正化

「第５次定員適正化計画」（平成28年度～令和元年度）に基づき、定員の適正化を図ってきました。

これまでの定員適正化の取組を踏まえながら、今後の人口の推移を考慮しつつ、本市の規模に応じた職員数を適正に管理し、効率的・効果的な行政運営につな

げるため、「第６次上山市定員適正化計画」（令和２年度～令和５年度）を策定し、引き続き、定員の適正化、職員年齢構成の平準化、多様な任用の推進等の

取組を行います。

実績

１　定員の適正化

（ １ ）令和２年７月に上山市定員適正化計画（第６次）を策定し、再任用職員や会計年度任用職員の任用等により定員の適正化を図るととともに、社会経験者

採用枠等を活用した職員採用により職員年齢構成の平準化に努めました。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標
値

人口１万人当たりの職員数（普通会計） 100 人 101 人 100 人

理由　※令和４年度目標と令和４年度実績の間に乖離がある場合

上山市定員適正化計画より４名少ない職員数でしたが、人口減少により達成できませんでした。

目標の実現に向けた今後の取組

上山市定員適正化計画に基づき、引き続き定員の適正化、職員年齢構成の平準化、多様な任用の推進等の取組を実施してまいります。



468

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 特別職給与等 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・01一般管理費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

特別職給与等

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 30,158 27,750 －

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



469

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・01一般管理費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 511,583 491,927 511,583

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



470

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・02総務費・04選挙費・01選挙管理委員会費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 7,311 7,063 7,311

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



471

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・02総務費・05統計調査費・01統計調査総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 11,494 11,533 11,494

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



472

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 税務課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・02総務費・02徴税費・01税務総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 130,755 127,694 130,755

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



473

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 市民生活課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・09交通安全対策費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 15,926 15,884 15,926

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



474

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 市民生活課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・02総務費・03戸籍住民基本台帳費・01戸籍住民基本台帳費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 41,767 41,068 41,767

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



475

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 市民生活課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・03民生費・01社会福祉費・04国民年金費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 22,616 22,602 22,616

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



476

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 市民生活課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・04衛生費・01保健衛生費・01保健衛生総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 26,794 26,628 26,794

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



477

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 健康推進課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・03民生費・01社会福祉費・03高齢者福祉費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 21,498 21,438 21,498

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



478

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 健康推進課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・04衛生費・01保健衛生費・01保健衛生総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 23,130 23,000 23,130

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



479

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 福祉課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・03民生費・01社会福祉費・01社会福祉総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 59,294 59,112 59,294

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



480

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 福祉課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・03民生費・03生活保護費・01生活保護総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 18,315 18,256 18,315

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



481

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 子ども子育て課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・03民生費・02児童福祉費・01児童福祉総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 313,700 311,699 313,700

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



482

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 商工課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・07商工費・01商工費・01商工総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 100,154 99,669 100,154

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



483

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 農林夢づくり課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・06農林水産業費・01農業費・02農業総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 59,728 59,311 59,728

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



484

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 農林夢づくり課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・06農林水産業費・01農業費・04畜産業費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 7,232 7,157 7,232

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



485

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 農林夢づくり課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・06農林水産業費・02林業費・01林業総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 8,350 8,328 8,350

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



486

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 建設課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・08土木費・01土木管理費・01土木総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 15,889 15,848 15,889

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



487

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 建設課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・08土木費・02道路橋梁費・01道路橋梁総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 38,481 38,373 38,481

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



488

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 建設課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・08土木費・04都市計画費・01都市計画総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 66,198 65,980 66,198

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



489

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 建設課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・08土木費・04都市計画費・02公園費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 15,700 15,658 15,700

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



490

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 建設課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・08土木費・05住宅費・01住宅管理費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 23,219 23,158 23,219

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



491

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 消防本部 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・09消防費・01消防費・01常備消防費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 343,424 342,935 343,424

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



492

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 議会事務局 事業 議員報酬等 予算科目 01一般会計・01議会費・01議会費・01議会費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 112,086 111,428 112,086

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



493

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 議会事務局 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・01議会費・01議会費・01議会費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 30,229 30,117 30,229

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



494

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 監査委員事務局 事業 監査委員給与等 予算科目 01一般会計・02総務費・06監査委員費・01監査委員費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

地方自治法及び上山市監査基準に基づき、定期監査、財政援助団体等監査、例月出納検査、決算審査、財政健全化比率の審査等を行います。

目的

行政における公正、正確かつ効率的な事務の執行に資するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

効率的かつ実効的な監査が執行されている状態 計画的な監査が執行されて
いる状態

－ 計画的な監査が執行されて
いる状態

活
動
指
標

定期監査・財政援助団体等監査の実施回数 33 回 － 30 回

例月出納検査の実施回数 12 回 － 12 回

　 　

事業費（千円） 2,532 2,532 2,532

従事人工 0.0 － 0.0

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



495

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 監査委員事務局 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・02総務費・06監査委員費・01監査委員費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 15,704 15,532 15,704

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



496

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 農業委員会事務局 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・06農林水産業費・01農業費・01農業委員会費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 14,471 14,432 14,471

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



497

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 管理課 事業 教育長給与等 予算科目 01一般会計・10教育費・01教育総務費・01教育委員会費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

教育長給与等

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 11,257 11,256 －

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



498

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 管理課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・10教育費・01教育総務費・01教育委員会費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 121,018 118,952 121,018

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



499

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 管理課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・10教育費・02小学校費・01学校管理費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 38,411 38,311 38,411

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



500

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 管理課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・10教育費・03中学校費・01学校管理費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 17,897 17,848 17,897

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



501

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 管理課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・10教育費・04学校給食費・01学校給食費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 15,902 15,862 15,902

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

　



502

令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 生涯学習課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・10教育費・05社会教育費・01社会教育総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 70,409 70,219 70,409

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 生涯学習課 事業 職員人件費 予算科目 01一般会計・10教育費・06保健体育費・01保健体育総務費

施策 ６－２－２　人員の適正管理 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員人件費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 30,115 30,055 30,115

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 人事管理費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・01一般管理費

施策 ６－２－２　人員の適正管理　６－４－１　職員の採用、研修及び人事評価 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員等の人事管理のため、採用試験の実施、会計年度任用職員の配置、健康診断による健康管理を行います。

目的

定員管理、人材確保、健康管理など職員の総合的な人事管理を行うため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

職員等を総合的に管理している状態 職員等を適正に管理してい
る状態

職員等を適正に管理しまし
た。

職員等を適正に管理してい
る状態

活
動
指
標

受験案内の送付先件数 160 件 184 件 160 件

健康診断受診率 100 % 100 % 100 %

　 　

事業費（千円） 98,043 89,179 89,595

従事人工 2.5 2.5 2.5

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

より多くの方に採用試験を受験してもらうため、職員採用試験の試験区分や受験資格等を見直しながら優秀な人材の確保に努めるとともに、健康経営の実現の

ため引き続き全職員が健康診断を受診するよう促してまいります。
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令和４年度　主要施策の成果説明書

所属 財政課 振興計画
第６章　すすめる『施策実現のための行政運営』
６－３　健全な財政運営に向けて取り組みます 施策 ６－３－１　持続可能な財政の構築

創生総合戦略 該当なし

目的

１　人口推移に応じた予算規模に向けて、事務事業の見直しを推進するとともに、負債の減少を図るため、毎年の市債発行額を抑制します。また、引き続き市

税等の財源の確保に努めます。

目標

１　人口推移に応じた予算規模の適正化

人口減少の進展にあわせて、事務事業のスリム化と効率化を図ります。また、財政調整基金からの繰入金を抑制し予算規模の適正化を図ります。

２　市債発行額の抑制

毎年の市債発行額が元金償還額を超えないよう、投資的事業については優先度を十分考慮し計画的に実施します。市債発行額が元金償還額を超えた場合であっ

ても、概ね５年間で平準化を図ります。

３　財源の確保

市税については、公平で適正な課税を行い税収の確保に努めます。税外収入では、使用料や手数料等について公平性の確保と受益者負担の原則に基づき、適切

に見直しを行うとともに、ふるさと納税や広告収入等の確保に努めます。

実績

１　人口推移に応じた予算規模の適正化

（ １ ）かみのやま温泉駅周辺の整備に向けた調査設計や元クリーンセンターの解体工事など、新たな事業に取り組んだことで、令和４年度当初予算額は対前年

度比7.3%増の152.3億円となりましたが、事務事業の見直しにより、財政調整基金繰入金は対前年度比3.5%増の2.95億円に抑制しました。

２　市債発行額の抑制

（ １ ）交付税措置の無い市債の発行を抑制するなど、借入内容を厳選し、市債発行額は対前年度比3.7%増の5.65億円となりました。

３　財源の確保

（ １ ）市税については納税催告の継続実施など、公平で適正な課税と税収の確保に努めました。また、ふるさと納税については返礼品の充実等に取り組んだ結

果、27.2億円の寄附をいただきました。
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区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標
値

財政調整基金残高 ６ 億円以上 16 億円以上 ５ 億円以上

市債残高減少額 ２ 億円以上 14 億円以上 ４ 億円以上

市税収入 35 億円 38 億円 35 億円

理由　※令和４年度目標と令和４年度実績の間に乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

今後も基金残高の確保及び市債残高の縮減等を図り、持続可能な財政の構築に努めます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 財政課 事業 財政管理費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・03財政管理費

施策 ６－３－１　持続可能な財政の構築 創生総合戦略 該当なし

事業概要

財務会計システムの運用管理や財務書類の作成等、財政運営に要する経費を措置します。

目的

健全な財政運営を行い、市民の信頼を確保するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

滞りなく財務手続きが行われる状態 滞りなく財務手続きが行わ
れている状態

滞りなく財務手続きが行わ
れました。

滞りなく財務手続きが行わ
れている状態

活
動
指
標

財務会計システム稼働率 100 % 100 % 100 %

　 　

　 　

事業費（千円） 23,265 22,721 23,015

従事人工 ２ ２ ２

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

今後も財務会計システムの適正な運用に努めます。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 財政課 事業 基金積立金 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・05財産管理費

施策 ６－３－１　持続可能な財政の構築 創生総合戦略 該当なし

事業概要

基金積立金

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 262,000 261,120 31,000

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 財政課 事業 市債償還元金 予算科目 01一般会計・12公債費・01公債費・01元金

施策 ６－３－１　持続可能な財政の構築 創生総合戦略 該当なし

事業概要

市債償還元金

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 1,084,789 1,084,789 1,166,011

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 財政課 事業 市債利子 予算科目 01一般会計・12公債費・01公債費・02利子

施策 ６－３－１　持続可能な財政の構築 創生総合戦略 該当なし

事業概要

市債利子

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 66,672 64,409 57,073

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 財政課 事業 一時借入金利子 予算科目 01一般会計・12公債費・01公債費・02利子

施策 ６－３－１　持続可能な財政の構築 創生総合戦略 該当なし

事業概要

一時借入金利子

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 1,500 23 1,500

従事人工 　 　 　

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 財政課 事業 予備費 予算科目 01一般会計・13予備費・01予備費・01予備費

施策 ６－３－１　持続可能な財政の構築 創生総合戦略 該当なし

事業概要

予備費

目的

　

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

　 　 　

活
動
指
標

　 　

　 　

　 　

事業費（千円） 10,515 ０ 20,000

従事人工 0.1 ０ 0.1

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 税務課 事業 税務総務費 予算科目 01一般会計・02総務費・02徴税費・01税務総務費

施策 ６－３－１　持続可能な財政の構築 創生総合戦略 該当なし

事業概要

最新の税務情報を収集するため定期刊行物及び税務関係法令の追録を購入し、各種協議会へ負担金等を支出します。また、公図の作成業務委託を行い適正に税

務執行します。

目的

最新の税務情報の収集及び公図作成を行い適正な税務を執行するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

税務情報の収集、公図作成業務委託等により適正に税
務が執行されている状態

税務情報収集、公図作成業
務委託等により適正に税務
事務を執行している状態

税務情報収集、公図作成業
務委託等により適正に税務
事務を執行しました。

税務情報収集、公図作成業
務委託等により適正に税務
事務を執行している状態

活
動
指
標

事故件数 ０ 件 ０ 件 ０ 件

　 　

　 　

事業費（千円） 1,153 378 1,154

従事人工 ３ ３ ３

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

これまで定期的に公図(マイラー図)作成分筆測量等の作業を行ってきたが、字限図を電子化したことにより公図作成等の業務が不要になりました。

目標の実現に向けた今後の取組

税務に係る各種協議会等への負担金を支出し、継続的に定期刊行物や税務関係法令の追録を購入するなど最新の税務情報を収集し適正に税務執行します。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 税務課 事業 市税還付金 予算科目 01一般会計・02総務費・02徴税費・01税務総務費

施策 ６－３－１　持続可能な財政の構築 創生総合戦略 該当なし

事業概要

過年度に納付された市税に関して、更正等により過誤納となった場合に還付を行います。

目的

過年度に納付された市税について、賦課更正等により税額が変更され過誤納となった場合速やかに還付するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

更正決定通知後速やかに還付している状態 更正決定通知後速やかに還
付している状態

更正決定通知後速やかに還
付しました。

更正決定通知後速やかに還
付している状態

活
動
指
標

事故件数 ０ 件 ０ 件 ０ 件

　 　

　 　

事業費（千円） 53,551 44,150 17,000

従事人工 ３ ３ ３

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

過年度に納付された市税に関して、更正等により過誤納となった場合、更正決定通知後に速やかに還付を行います。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 税務課 事業 賦課徴収費 予算科目 01一般会計・02総務費・02徴税費・02賦課徴収費

施策 ６－３－１　持続可能な財政の構築 創生総合戦略 該当なし

事業概要

公平で適正な課税を行い、税収確保のため、システム利用による事務の効率化を図りながら市税の適正な賦課徴収を行います。

目的

システム利用による事務の効率化を図りながら市税の適正な賦課徴収を行い税収を確保するため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

公平で適正な課税を行い税収の確保に努めている状態 公平で適正な課税を行い税
収の確保に努めている状態

公平で適正な課税を行い税
収の確保に努めました。

公平で適正な課税を行い税
収の確保に努めている状態

活
動
指
標

事故件数 ０ 件 ０ 件 ０ 件

　 　

　 　

事業費（千円） 55,715 44,809 56,000

従事人工 ９ ９ ９

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

評価替え標準宅地鑑定業務や地理情報システム地番図データ整備業務等について、予算額と契約額に差額が生じました。

目標の実現に向けた今後の取組

適正な課税を行い、税収確保のため、各種システムや機器利用及び保守による事務の効率化を図りながら市税の適正な賦課徴収を行います。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 会計課 事業 会計管理費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・04会計管理費

施策 ６－２－１　効率的な行政運営の推進　６－３－１　持続可能な財政の構築 創生総合戦略 該当なし

事業概要

日々の収入・支払事務の迅速な処理と例月出納検査及び決算業務等の円滑な遂行を図ります。

目的

自治体が行政活動を行う上で、正確・適正な出納・審査・備品管理等の会計業務は必須の機能であり、安定的に事業を行うことにより本市の施策実現に寄与す

るため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

日々の収入・支払事務が迅速・適正に行われた状態 目標通り行われた状態 目標通り行われました。 目標通り行われた状態

活
動
指
標

未収入・未支払件数 ０ 件 ０ 件 ０ 件

　 　

　 　

事業費（千円） 5,897 4,759 7,665

従事人工 ４ ４ ４

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

引き続き、庁内のコミュニケーションを図り、誤りをなくすための情報共有や確認を行いながら、迅速・適正に業務を遂行していきます。



517

令和４年度　主要施策の成果説明書

所属 庶務課 振興計画
第６章　すすめる『施策実現のための行政運営』
６－４　優秀な人材を確保し育成します 施策 ６－４－１　職員の採用、研修及び人事評価

創生総合戦略 該当なし

目的

１　優秀な人材確保のための取組を行い、研修や人事評価を活用し職員を育成します。

目標

１　優秀な人材の確保及び育成

より幅広い層の方に採用試験を受験してもらうための取組を進めるとともに、自己アピール枠及び社会経験者枠を活用した職員採用を行い優秀な人材の確保に

努めます。また、国や県外研修機関への職員派遣により、中長期的視点から職員の育成を図るとともに、職務に適した研修により職員の意欲や資質能力の向上、

基礎的内容の研修、公務員倫理研修、内部講師の活用、研修報告会等の実施により職員の事務能力の底上げ、意識の高揚を図ります。人事評価については、そ

の評価結果を活用し、能力・実績に基づく人事管理の推進、組織の士気高揚、公務能率の向上を図るとともに、任用、給与、分限その他の人事管理の基礎とし

ます。

実績

１　優秀な人材の確保及び育成

（ １ ）社会経験者や初級の職員採用を行い、優秀な人材の確保に努めました。また、国土交通省への職員派遣や山形県市町村職員研修所での研修受講等のほか、

健康経営の実現に向けた健康研修の実施等により、職員の意欲や資質能力の向上を図りました。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標
値

仕事上で工夫や改善をしている職員の割合 82 % 76 % 83 %

理由　※令和４年度目標と令和４年度実績の間に乖離がある場合

工夫や改善をしない具体的な理由は把握できていませんが、研修等を通じて職員の意識が変わるよう努めてまいります。

目標の実現に向けた今後の取組

引き続き優秀な人材の確保に努めるとともに、外部研修への派遣や庁内研修の実施により職員の意欲や資質能力の向上を図り、また職員が健康で生き生きと働

けるよう健康研修等を実施してまいります。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 職員研修費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・01一般管理費

施策 ６－４－１　職員の採用、研修及び人事評価 創生総合戦略 該当なし

事業概要

各種研修により職員の育成を図るため、外部研修所等への職員派遣、内部・外部講師による研修及び講演会、自主研修への活動支援を行います。

目的

国や外部研修所等への職員派遣による中長期的視点からの職員育成と、人事評価による人事管理の推進を図る。また、先進自治体派遣により職員の士気高揚を

図り、互いの能力向上のために自主研修グループの活動を行うため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

適正に職員研修が行われている状態 各種研修機関へ派遣してい
る状態

各種研修機関へ派遣しまし
た。

各種研修機関へ派遣してい
る状態

活
動
指
標

人事交流者による報告会数 １ 回 ０ 回 １ 回

県市町村職員研修所への派遣人数 50 人 51 人 50 人

　 　

事業費（千円） 4,898 1,502 4,898

従事人工 1.5 1.5 1.5

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

業務の都合により日程が調整できず、実施できませんでした。事業費については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため外部研修への派遣や友好都市との職

員交流等を自粛したこと等により執行額が低くなりました。

目標の実現に向けた今後の取組

外部研修への派遣や庁内研修の実施により職員の意欲や資質向上を図るとともに、職員が健康で生き生きと働けるよう健康研修を継続して実施してまいります。
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令和４年度　実施計画兼予算要求書（検証）

所属 庶務課 事業 人事管理費 予算科目 01一般会計・02総務費・01総務管理費・01一般管理費

施策 ６－２－２　人員の適正管理　６－４－１　職員の採用、研修及び人事評価 創生総合戦略 該当なし

事業概要

職員等の人事管理のため、採用試験の実施、会計年度任用職員の配置、健康診断による健康管理を行います。

目的

定員管理、人材確保、健康管理など職員の総合的な人事管理を行うため。

区分 令和４年度予算 令和４年度実績 令和５年度目標

目
標

職員等を総合的に管理している状態 職員等を適正に管理してい
る状態

職員等を適正に管理しまし
た。

職員等を適正に管理してい
る状態

活
動
指
標

受験案内の送付先件数 160 件 184 件 160 件

健康診断受診率 100 % 100 % 100 %

　 　

事業費（千円） 98,043 89,179 89,595

従事人工 2.5 2.5 2.5

理由　※令和４年度予算・実績に係る目標・活動指標について乖離がある場合

　

目標の実現に向けた今後の取組

より多くの方に採用試験を受験してもらうため、職員採用試験の試験区分や受験資格等を見直しながら優秀な人材の確保に努めるとともに、健康経営の実現の

ため引き続き全職員が健康診断を受診するよう促してまいります。


